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					こちらのサイトは、店舗の売り上げをアップすることができる、このような期待を高めてくれ店舗看板に関する基本情報および豆知識を分かりやすくご紹介しています。
店舗経営者必見ともいえるコンテンツになりますが、製作を行うときに注しておかないと後から後悔してしまうこともある、その注意点には何があるのかなども分かるようにしてあります。
また、店の個性をアピールできる看板づくりのコツなどにも触れているので参考にされると良いでしょう。
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					お店の利益アップにつなげよう！店舗看板に関する基本情報や豆知識を紹介します

					お店に設置する店舗看板は、道を歩いている人にここにはこのような業種の店舗があることを知らせる案内としての役割、店舗看板の出来栄えなどからオシャレなお店やワクワクするような期待感を与えることも可能にします。
なお、看板といっても店先に設置するメニューを含めたものや入り口近くに設置する店名がメインになっているものなど色々な種類がありますが。
それぞれ店舗看板には役割があるので製作におけるコツなども変わります。


					

					店舗看板を設置することで得られるメリットや効果

					自分のお店を宣伝する、店舗看板を設置しませんか。
現在はさまざまな手法でお店やサービスを宣伝することが出来ますが、店舗看板は現在でも十分にメリットを発揮するアイテムです。
看板があるだけで、近くにお店があることを顧客にアピールすることが出来る点は、大きな利点と言えます。
掲載情報やデザインをこだわれば、店舗看板でお店の魅力を直接見ているお客さんに伝えることも可能です。



店舗看板を設置すれば、お客をそのままお店に誘導することも出来ます。
看板に目的地までの簡単な道のりや、連絡先を記載するだけで、お店に誘うことが出来るのは大きなメリットです。
設置する場所に応じて宣伝文句を変更することで、看板を目撃した人が「このお店に足を運びたい」といった気持ちにさせることも出来ます。
外装から判断しにくい店舗を持っている場合、看板が目印になることも多いものです。
そのためにも、古くから使われてきたこの手法を利用するべきでしょう。


					

					なんでも良いわけではない！集客につながる店舗看板の特徴

					店舗看板の目的は集客アップであり、そのためには工夫しなければなりません。
まず重要なのは、看板の設置場所です。
遠くからも目立つようにするには、建物の上部に大きなパネルを付ける方法が効果的です。
また人通りの動線に合わせて、看板の向きも考えましょう。
歩く人の方向や目線を考慮して設置します。

店舗看板のデザインやカラーも、集客の鍵を握っています。
例えば自然が多い山の中などで、グリーンカラーの看板を作っても背景に色が混じって目立ちません。
環境に映えるカラー選びをする必要があります。
ロゴに関しても、はっきり明確に見える分かりやすい文字を意識しましょう。
ごちゃごちゃと情報を詰め過ぎるのは逆効果です。
シンプルな看板のほうが言いたいことがよく伝わります。

効果的な店舗看板は、お店のテイストを感じさせることも重要です。
ナチュラルやアメリカンなどお店の雰囲気に合うデザインにすると、お客さんの興味を引きやすいです。
「このお店に行ってみたい」とワクワクするような看板を作りたいものです。


					

					店舗看板にふさわしいデザインとは？

					目立てばいいという考えで看板を作ってしまうと、後々後悔してしまうかもしれません。
周囲との調和が取れなくて浮いてしまうのも考え物です。
公序良俗に反するモチーフや、たとえば住宅街なのに明るすぎる看板を作ると、周囲への光害になる可能性もあります。
あくまでも限られた制約の中で、美しく効果的でオリジナリティを追求することが大切です。

店舗看板のデザインは既にさまざまな施工例がありますので、参考にしてみることをお勧めします。
自分の作りたいイメージに近い物は必ずあるはずです。
アールヌーボー風なのか近未来的なデザインなのか、和風や洋風かなど大きな項目のカテゴリーから小さなカテゴリーを選んでゆけば、細分化したモデルケースに近い意匠を選択出来ます。

店舗看板の大体のイメージが固まったのならば、アウトラインを決めてゆくのが流れです。
アウトラインさえ決めれば、色の変更などはパソコン上で行えますので、CGなどで取り込めば立体的な店舗と新しい看板をコンピューター上で確認出来ます。


					

					店舗看板で人気の種類やタイプは？

					店舗看板は、お客様を呼び込むための欠かせないツールの一つです。
店舗の看板には大きく分けて、店舗の外見に取り付けるタイプと、周りに設置するタイプの2種類が挙げられます。

外壁に取り付けるタイプには壁面や、建物から突き出した形のもので店舗側に向いていない通行人の目にも留まりやすいものや、主に店舗の正面に設置する人目を引くようなデザインにできるパペラット看板などがあります。

路上に設置するタイプには、メニューや金額など店の詳細を伝えることが可能な自立式のスタンドや、地面に固定されている看板で店から離れた場所にあり、現地に誘導するために設けられるものなどがあります。

人気の種類は、一般的な壁面看板ではありますが、店舗のイメージやコンセプトを的確に反映させることで、より自社の魅力を多くのお客様に伝えることができることがメリットです。
店舗看板には、さまざまなタイプがあるために、目的に合った看板を選ぶことが最も重要と言えます。






















					店舗看板を自作するなら何からどうすれば良い？

					店舗看板を自作する場合には材料と工具とデザインが必要になります。
そのどれかを持っている場合はあるかもしれませんが、全てを十全に持っていることは専門職以外では考えられません。
本格的な看板は専用の機械や、特殊な工具などが必要になります。

簡単に短納期で見映えのする看板を作りたいのならば、DIYを含めて既存のサービスを利用するのがお勧めです。
現在オリジナルプリントの暖簾やTシャツなどを安い料金で作れるサービスがあるので、そういったサービスを利用して出来上がった物をアクリルパネルでサンドイッチするだけでも見栄えのする看板が出来上がります。
さらにステッカーやロゴなどで装飾すれば、お店の雰囲気は表現出来るのです。

店舗看板を目立たせようとして高い位置に取付けたり、大型の物を自作するのはお勧め出来ません。
風などで飛んでしまったら、使用者責任を問われる可能性があるからです。
建築基準法に基づいた工事ならば、瑕疵のない天災では免除されても、建築基準法を守らないで作った場合には法律的な罰則が科せられる可能性が高くなります。





					店舗看板を業者依頼する場合の相場額

					店舗看板を業者に依頼して製作してもらう場合、気になるのが製作にかかる費用や料金相場です。
基本的に店舗看板製作にかかる相場は看板の種類によって違いがあり、ビルの屋上に設置する大型サイズの屋上広告は相場額が20万～50万円で高所作業が含まれることで取り付け施工費用が高くなる傾向にあります。

ビルの壁面などに突き出すように設置される袖タイプは、小型の場合は相場額が8万円～12万円、大型になると15万円～40万円ほどします。
袖タイプは内照式の看板が多いため電気工事が必要となり、取り付け施工費用が高くなりやすいです。
建物壁面に設置される壁面タイプは、外照式なら数万円からとなり内照式なら10万～15万円程度かかり、デザイン性を重視した場合はそれ以上の費用が発生する場合があります。

移動式のスタンドタイプなら5,000円～10万円程度と幅広く、スタントプレートならば1万～2万円程度なのに対し、電飾看板になると5万～8万円程度と金額が高くなりやすいです。






					屋外に店舗看板を設置するときに適した材料は？

					屋外に設置する店舗看板は、そのままにしておいても紫外線や風のダメージが加わるものです。
見やすく丈夫な店舗看板を屋外に設置する際は、材料にこだわる必要があります。
一般的な看板は木材が使用されることが多いですが、おすすめの材料としてはアルミを使用した複合板です。
発泡素材をアルミで挟んだものですから、丈夫で軽量というメリットがあります。
柔らかい素材という利点を生かし、加工がしやすいという点もおすすめです。



店舗看板に最適と言われる素材には、塩化ビニールもあります。
塩化ビニールには水の浸透を防ぐ効果があるので、看板のむき出しの部分を覆うことで防水効果を得ることが出来ます。
ビニールは紫外線にも強いので、経年劣化を防止することも可能です。
店舗看板のカバーとして利用するだけでも、効果が得られます。
塩化シートも同じように、看板の割れを防ぐ効果があります。
アクリルを使用した看板を保護する場合にも使われているので、おすすめです。






					夜間営業のお店の店舗看板を作るときの効果的な方法

					夜間営業のお店は周りが暗い中でお店を開くことから、店舗看板は明るく目立たせる必要があります。
普通の看板にライトを取り付けるのがもっとも手軽な方法ですが、費用を安く抑えることができる反面、インパクトに欠けるのも事実です。
また、ライトが故障すると店舗看板が真っ暗になってしまうのでこまめなメンテナンスが欠かせません。

ネオンサインやLEDライトパネルなど、店舗看板そのものを光らせる方法もあります。
ライトで照らすよりも目立ちやすく、インパクトもあることから他のお店との差別化を図ることが可能です。
しかし、設置費用が割高になる他、場合によっては電気代が高額になることもあるので維持費については事前の入念な確認が必要になります。

暗所で店舗看板を目立たせるには明るく照らすと共に、人の目に触れやすいデザインに仕上げることが重要と言えるでしょう。
看板作りに詳しい専門業者を頼り、入念に話し合うのが夜間でも高い宣伝効果を持たせるコツになります。






					店舗看板に描く情報量について知っておくべき知識

					店舗看板に記載出来る情報は限られています。
だからこそ必要な情報をあらかじめ選定した上で、店舗看板を設置することが大切です。
大切なのは、お客さんがその看板を見て必要なインフォメーションを受け取ることが出来るか、という点にあります。
営業日、営業時間、場所は店舗看板に必須の記載内容です。
お客さんが目をとめたとしても、営業しているかどうかがわからなければ、集客アップを狙うことが出来ません。



加えて、どのようなサービスを提供しているのかを簡単に記載することも必要です。
飲食店であればメニュー、商店であれば取り扱いの品物を書き入れることになります。
どれがサービスの目玉なのか、どのような特徴があるのかを出来れば書き入れておきましょう。
季節限定やタイムセールスといった内容は、お客さんにとって大変魅力的なものです。
自分が看板を客観的に観察し、内容が伝わるか確認することも忘れてはいけません。
誰かに見てもらい指摘を受けることも大切です。





街の店舗看板の可愛いイラスト事例

店舗看板は、歩いている人の興味を引くイラストを使うことも集客のポイントです。
文字だけでなく個性的な絵も、お店のアピールになります。
またどういった商品サービスを取り扱っているのかも、描かれている絵によってアピールできます。

街の店舗看板のイラスト事例を見ていきましょう。
例えば動物病院の看板では、犬や猫が「イタイイタイ」と泣いている様子が描かれたものがあります。
一目見て、動物用の病院だと分かるのがメリットです。
動物に対する慈しみの気持ちが伝わり、思いやりのある獣医さんがイメージできます。

次に歯医者さんでは、可愛いにっこり笑顔の歯のキャラクターが印象的な看板があります。
歯医者は痛くて苦手な人が多いですが、こんな可愛い絵の看板を見ると警戒心が軽減するのではないでしょうか。
子供も怖がらずに行くことができそうです。

最近はおしゃれな美容院が増えていますが、店構えや店名だけでは雑貨屋やカフェのように見える所も多いです。
看板に髪の毛を切っているハサミの絵があると、美容院だとよく分かります。




A字型の店舗看板が人気の理由と魅力

お店のPRのために店舗の入り口に設置されているA字型店舗看板は、今やあらゆる場所で必ず見かけるほどすっかりお馴染みの看板になっています。
A型の看板は多くの人の目に留まり、来店が増え売上が上がるという理由から大変重宝されているのです。
看板の特徴はアルミフレームやアルミ合板が使用されているため軽量であること、四片のフレームがワンタッチで開閉できるのでポスターの入れ替えが簡単にできること、またそのポスターを守るためのPVC保護シートがついていることなどです。
サイズはA2とA1とA0の三種類ですが、最もよく見かけるのはA1サイズです。
その他にも縦長や横長タイプのオリジナルサイズもありますが、どのサイズも両面表示ができるためお店の前を通る歩行者が左右どちらからでもわかるようになっているのが嬉しいところです。
ポスター差し替えタイプならサンドイッチのように差し込むだけなので、後からでも簡単に差し替えることができ頻繁に内容が変更する場合も対応可能です。
また印刷物をセットするばかりではなくて、手描き用の看板として黒板タイプやマーカーボードタイプも大変な人気です。
A字型の店舗看板は、飲食店では内容によって落ち着いたおしゃれな雰囲気づくりもでき店舗のイメージが上がりますし、美容室やエステサロンなどでも癒しの空間やスタイリッシュな雰囲気など、そのお店の個性にあった魅力がアピールできるのです。




店舗看板に保証サービスはある？修理の仕方について

店舗看板を修理する際には、保証を用いた修理を行えることが少なくありません。
店舗看板を製造した業者によっては、一定期間に亘っての故障への対応が行えるのです。
看板の形状が崩れたり、図柄に変色などが見られたりした際には、保証期間であれば無償で対処できるのです。
店舗看板を製造する事業者では、事前に受けられる無料カウンセリングを実施しています。
どのような形での看板制作を営むかや、投じられる予算についてを伺う際には、保証の有無も合わせて尋ねた方が良いでしょう。
店舗の売上状況が悪い際には、看板の故障に対処するための費用を捻出出来ないでしょう。
見栄えの悪いままでの営業は、新規顧客への良くない印象を与えます。
多額の費用を投じずに、看板に生じた問題への対処を行なうためには、保守サービスが適用されていることが欠かせないのです。
保証内容を確認する際には、どの範囲まで対応してくれるのかを問い合わせておくことが欠かせません。
災害や事故では、看板の故障を直せないことも少なくないからです。
店舗看板を設置する際には、費用だけではなく、アフターフォローを意識しておくことも大切なのです。




店舗看板にふさわしいカラーは何色？

店舗看板にふさわしいカラーは一概に言い切ることはできませんが、その業種のイメージに合致していることと、周囲の景観を損なわないことが重要なポイントと言えるでしょう。
海産物を扱う業種なら海をイメージさせる青色など、その業種が世間からどのように思われているかを正しく認識するのが質の高い店舗看板を作るコツです。
また、敢えて一般的なイメージとは異なるカラーに仕上げて他との差別化を図る方法もありますが、高度なデザインセンスが求められるのも事実なので慎重な判断が求められます。

地域によっては周囲の景観を損ねるとの理由で、店舗看板の大きさや配色に制限を設けている所があります。
蛍光色や原色など、派手な配色は条例に抵触しやすい傾向があると言えるでしょう。
一方で植物の色である緑系は規制ややや緩い傾向にありますが、あくまでも地域によって基準が異なる点を忘れてはいけません。
条例に抵触しているので設置できない事態を避けるためにも事前の確認を怠ってはいけません。




店舗看板の失敗エピソードを知って参考にしよう

店舗看板を自作した人がいます。
古木の一枚板を手に入れることが出来たので、アンティーク風に加工をしてもらい自分でお店の入り口部分に設置したのです。
しかし木製の一枚板は重みがあり、取付け部分ごと落下してしまったので業者に依頼したという失敗談もあります。
こうした重量物の看板は、安全性の確保のため必ず施工業者に依頼しなければなりません。
被害がなかったから良かったものの、お客様に当たったり従業員に当たったら、賠償だけでは済まない問題まで発展します。

店舗看板は前述したように安全性が重要です。
風が強い時に飛んだり、重量オーバーで落下してしまってはいけません。
とくに高い位置に設置する場合には、予想以上の風圧がかかることもあります。
土台や基礎工事をしっかり行い設置しなければ、強風に煽られてポールごと倒壊する恐れもあるのです。
看板を出すことは良いアピールにはなるものの、リスクを軽視することは企業として最もやってはいけないことになります。







飲食店の店舗看板を作る時に考える大切なこと


飲食店を開店する際に大切なものの一つが店舗看板です。
店舗看板はお店の顔といっても過言ではなく、遠くからでもお客さんに認知してもらうための大切なツールの一つとなります。
一般的な看板といえば入り口の上にあるファサード看板です。
路面店やショッピングモールなどのお店ならこのタイプでも分かりますが、ビルの2階以上にあるお店の場合は工夫が必要となります。
例えば建物から直角に突き出す袖看板、これなら通りを歩いている人でも遠くから見つけることが可能です。
また窓などに貼り付けるウインドウ看板もあるので、どの階にあるのか分かりやすくアピールできます。
もし可能であればスタンド看板を建物の入り口に置いておくことで、通りがかった人にも気付いてもらえるでしょう。
このようにお客さんに認知してもらうためだけではなく、お店の印象を伝えるというのも大切な役割の一つです。
落ち着いた雰囲気なのか、気楽に入れるカジュアルなお店なのか、カラーやフォントやロゴなどでそれを伝えることができます。






店舗看板のメンテナンスで便利に使えるアイテムや資材類


店舗運営を行っている経営者の方は、初回に大金を費やして数々の店舗看板を専門会社に製作を依頼して取り付けをしてもらっていることが一般的です。
イニシャルコストが掛かりますが店舗看板は売り上げを左右させる大切な物なので、資金を費やす価値は十分に見い出せます。
新規オープンから数年後には店舗看板にはメンテナンスが必要になることも多く、新品時と見比べても汚れが目立っていたり、艶を失ってしまっている場合もあります。
このような場合では専門会社にメンテナンスを任せる方法はありますが、経費削減でDIYでメンテナンスをするには、意外なアイテムで復活させることは十分に可能です。
まずは自動車用の液体コンパウンドがあり、拭き掃除では取れない汚れを綺麗に落とすことを可能にします。
同じようにコンパウンドの利用後は店舗看板は無防備なコンディションになるので、同じように自動車用のガラス系コーティング剤を塗布する方法と、クリアラッカーを使って表面をガードする方法も使えます。






店舗看板の適正なサイズについて考えることを


店舗看板のサイズは、さまざまな要因によって決まります。
まず、店舗の立地と立地が考慮されます。
看板が交通量の多いエリアや大通りにある場合は、注目を集める大きな看板を設置することが重要です。
狭い路地に看板を設置する場合は、注目を集めるコンパクトなサイズが最適です。
また、業種や業態も規模を選ぶ際の重要な要素となります。
大型の看板は、レストランや小売店など、多くの来客が予想される場所に適しています。
一方、専門店や美容室などターゲットが限定されている場合は、シンプルでスタイリッシュな中型看板が選ばれます。
地域の規制や法律もサイズに影響します。
これは都市計画または構造仕様に基づいて決定され、遵守する必要があります。
周囲の景観や建物の高さも調和を図るために考慮する必要もあります。
店舗看板は目的や環境に応じて大きさを考慮し、周囲の環境と調和しながら目を引くデザインにすることが基本です。
プロのデザイナーまたは建築家と協力して最適なサイズを決定することが重要です。






店舗看板を日替わりで使うには電子看板の導入がベストです


飲食店や小売店、サービス店など店舗を運営している場合では、複数の箇所に店舗看板を設置していることが一般的です。
お店をアピールするには欠かせない看板になり、取付ける場所により材質も変わります。
金属製や樹脂製、木製やガラス製、内部にLED照明を入れる看板、切り文字看板などもありますが、店舗看板を日替わりで変えたいと希望するのであれば、スタンド式の看板を使う方法でも無理が生じてしまいます。
日替わりで変えたい場合は、電子看板でデジタルサイネージやLEDビジョンを店舗看板に導入することがベストになるのではないでしょうか。
デジタルサイネージもLEDビジョンも綺麗な動画や写真を表示させることができ、表示させるコンテンツに関してはパソコンで作成することができるので、いくつもの日替わりでアピールしたい宣伝内容を作り出すことでいつでも切り替えをすることを可能にします。
初期投資費用は掛かってしまうものの、店舗看板としては視覚的に目立ちやすいメリットもあるので推奨できます。






収納できる店舗看板の特徴とメリットについて


店舗看板は、野外に設置するタイプの場合常に雨風紫外線にさらされることになります。
そうすると老朽化が早くなるのは仕方ありません。
またお店が閉店しても看板は出ているので、営業中のように感じる人もいるでしょう。
営業時間が紛らわしくなってしまいます。

そこでおすすめが、収納できる店舗看板です。
例えばA字型タイプなどは折り畳んでコンパクトにできます。
店が終了すれば店内に収納できるので、痛みにくいです。
お店が開くと店頭にまた立てかければ良いわけです。
休みの日は看板が出ていないので、お客さんにとっても営業日時が分かりやすいのもメリットと言えます。

A字型以外にも、オリジナルスタンド型やホワイトボードの看板なども収納可能です。
ホワイトボードであれば日によって情報を書き換えることができて便利です。
これらは持ち運びできるので、イベントなどにも持参できます。
軽量タイプにすれば、女性でも店舗設営しやすいでしょう。
おしゃれで長持ちする収納タイプの店舗看板は、看板製作会社に依頼すれば素敵なデザインを提案してもらえます。
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							神奈川県横浜市生まれ。
店舗看板の制作会社にデザイナーとして勤務。
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					店舗看板に関する情報サイト

					店舗看板の豆知識

				

				
					こちらのサイトは、店舗の売り上げをアップすることができる、このような期待を高めてくれ店舗看板に関する基本情報および豆知識を分かりやすくご紹介しています。店舗経営者必見ともいえるコンテンツになりますが、製作を行うときに注しておかないと後から後悔してしまうこともある、その注意点には何があるのかなども分かるようにしてあります。また、店の個性をアピールできる看板づくりのコツなどにも触れているので参考にされると良いでしょう。
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